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ふ
る
さ
と
の
森
を
育
て
る

活
動「
第
21
回
内
子
の
森
づ

く
り
事
業
」（
内
子
町
、
愛
媛

新
聞
社
主
催
）が
３
月
８
日
、

神
南
山
ふ
る
さ
と
の
森
公
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
緑
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
や
住

民
ら
約
１
６
０
人
が
参
加

し
、
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な
ど

の
苗
木
６
０
０
本
を
植
え
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長

が「
自
分
た
ち
が
植
え
た
木

が
、
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る

か
見
に
来
て
ほ
し
い
。
心
を

込
め
て
植
え
て
」
と
あ
い
さ

自分たちの手で森を育てる
神南山に苗木600本を植樹

１本１本、心を込めて植樹する子どもたち

Ｔ
ｅ
ｃ
ｋ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
が
披
露
し
た
劇

「
桃
太
郎
」の
一
場
面

　
「
内
子
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
10
周
年
記
念
行

事
」（
同
セ
ン
タ
ー
主
催
、
峯

下
と
も
子
所
長
）
が
２
月
28

日
、
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
同
セ
ン
タ
ー
で
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ「
Ｔて

っ

く

ｅ
ｃ
ｋ　

Ｔて

く

ｅ
ｃ
ｈ
」

が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
童

話「
桃
太
郎
」
の
劇
を
披
露

し
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。
次
に
稲
本

隆た
か
と
し壽

町
長
が
講
演
。
自
身
の

幼
少
期
を
振
り
返
り
な
が
ら

「
素
晴
ら
し
い
自
然
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

都
会
で
は
で
き
な
い
子
育
て

を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

開
設
10
周
年
を
機
に
活
動
を
広
げ
よ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
記
念
行
事

　

多
様
な
文
化
を
学
び
な

が
ら
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

を
探
る「
気
軽
に
文
化
講
座

in
内
子
」（
愛
媛
大
学
法
文

学
部
人
文
学
科
、
講
座
懇
話

会
他
共
催
）の
26
年
度
最
終

講
座
が
3
月
19
日
、
内
子
自

治
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
９
年
半
の
月
日
を
か
け

て「
内
子
町
の
民
間
信
仰
と

田
中
孝
子
さ
ん
の
講
演
の
様
子

内
子
町
の
信
仰
を
調
査
し
た
９
年
半

「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
」で
報
告

大
師
信
仰
」
に
つ
い
て
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
土
佐
清

水
市
在
住
の
田
中
孝た

か
こ子

さ
ん

が
講
演
。「
成
果
を
ま
と
め

た
冊
子『
内
子
町
の
民
間
信

仰
と
大
師
信
仰
』を
町
に
寄

贈
し
た
。
多
く
の
人
に
読
ん

で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

《
寄
贈
先
》
内
子
町
図
書
情

報
館
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
他

つ
。
次
に
町
内
の
樹
木
医
・

尾
花
吉よ

し
み
つ光

さ
ん
の
か
ら
植
栽

の
仕
方
を
学
ん
だ
後
、
３
箇

所
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
雨

上
が
り
の
斜
面
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
に
ク
ワ

を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
愛
媛
新
聞
社
の

「
第
１
０
０
回
照
葉
の
森
づ

く
り
」
を
記
念
し
、
内
子
町

内
の
小
中
学
校
11
校
に
図
鑑

が
贈
呈
さ
れ
た
他
、
愛
媛
新

聞
社
代
表
取
締
役
社
長
の
土

居
英ひ

で
お雄

さ
ん
と
小
学
生
ら
が

ナ
ラ
ノ
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
３
本
を

植
え
ま
し
た
。

高校生活の最後を内子座の舞台で
「内子高等学校卒業証書授与式」

　

内
子
高
等
学
校
の
卒
業
証

書
授
与
式
は
３
月
１
日
、
初

め
て
内
子
座
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

体
育
館
が
耐
震
工
事
で
使

用
で
き
な
い
た
め
、
高
校
側

が
代
替
会
場
と
し
て
内
子
町

に
提
案
し
、
実
現
。
在
校
生

や
保
護
者
、
来
賓
な
ど
が
見

守
る
中
、
卒
業
生
１
１
８
人

が
伝
統
あ
る
歌
舞
伎
小
屋
の

舞
台
で
、
高
校
生
活
の
最
後

を
飾
り
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
に
所
属
す
る

在
校
生
２
人
の
、
力
強
い
大

太
鼓
の
響
き
で
幕
を
開
け
た

授
与
式
。
卒
業
生
の
名
前
が

次
々
と
呼
ば
れ
、
代
表
の
沖

元
美み

づ
き月

さ
ん
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

堀
川
映え

い
こ子

校
長
は「
夢
に

向
か
っ
て
、
人
生
の
花
道
を

し
っ
か
り
歩
い
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
。
卒
業
生
の
代
表
の

髙
橋
楓ふ

う
か果

さ
ん
が
答
辞
で

「
３
年
前
白
紙
だ
っ
た
私
の

青
春
の
ノ
ー
ト
は
、
大
切
な

思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
内
子
高
校
が
大
好
き
で

す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

1_卒業証書を受け取る沖元美月さん　2､ 3_「仰げば尊し」
を斉唱　4_在校生や保護者の拍手に送られながら退場する
生徒。夢に向かい人生の花道を歩み始める　5_たくさんの
思い出を語った髙橋さんの答辞

1

3

2

4

5

全
て
の
人
が
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
を
開
催

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く

り
を
目
指
す「
平
成
26
年
度

内
子
町
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
」（
町
教
育
委
員
会

お
よ
び
町
人
権
教
育
協
議
会

主
催
）
は
３
月
７
日
、
共
生

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
内
子
中
学
校
３

年
の
東
村
典の

り
と士

さ
ん
、
亀
井

謙け
ん
ご吾

さ
ん
、
内
子
町
役
場
の

稲
田
彰し

ょ
う
じ二

さ
ん
、
大
瀬
地
区

の
細
川
加か

な奈
さ
ん
が
人
権
作

文
な
ど
を
発
表
。
東
山
さ
ん

は「
か
け
が
え
の
な
い
人
間

の
価
値
や
家
族
の
絆
に
気
付

き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
生
き
て
い
き
た
い
」
と
い

う
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
作
家
の
落
合
恵け

い
こ子

さ
ん
が
講
演
。
自
身
の
体
験

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
話

を
交
え
な
が
ら「
本
当
に
守

る
も
の
は
何
か
―
―
。
そ
ん

な
問
い
か
け
を
人
権
か
ら
し

て
い
く
時
代
」「
私
た
ち
の
子

ど
も
や
孫
た
ち
に
は
、
つ
ら

い
思
い
を
さ
せ
な
い
。
そ
れ

を
自
分
と
約
束
し
て
大
事
に

し
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

1_落合恵子さんの講演。左は手話通訳士　2_人権
作文・意見を発表した皆さん


